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405 　　　 十字引張強さの 推定式の 導出

（ス ポ ッ ト溶接i継手の継手強 さの 推定
一
第 3報）

　　　　　NKK 総合材料技術研究所　○船川義正、 樺沢真事

　　　 Estimat　ion　of　Cross　Tension　Strength　of　SpOt　We　lded　Joint

　　　　　　　　　　　　　　　 by　Yoshimasa　Funakawa　and　MakQto　Kabasawa

1． 目的

　前ee　“ 〕 に おい て 、 ス ポ ッ ト溶接継手の 引張せん断強さの 推定式を導出 した 。 本報で も

単純モ デ ル に よ り 、 薄鋼板継手の十字引張強さの 推定式を導出する。 と くに 十字引張強さ

が 、 母材強度に依存 しない事実 （2 ） に留意 して モ デルを設定した 。

2．推定の 対象と実験条件

　推定の 対象は 、 十字引張試験で 母材破断する場合で ある 。 供試材は板厚が0，6〜3．2［mn
、

引張 り強さが 300〜 800N／ 
2 の 40種類の 鋼板で ある。 溶接はWES　7301の A クラス に相当す

る条件で電流を変化させ行い
、 データ数

147 の 継手強度を得た 。

3．モ デ ル設定と推定式

　十字引張試験片は破断まで にFig．1 の

様 に大 き く変形する。
こ こで は 、 試験片

が直径50111Mの 円周で 変形拘束され、 破

断はナ ゲ ッ ト近傍の 円周で 生 じる軸対称

モ デ ル を仮定する 。 破断直前の 破断部の

鋼板の 変形角を θ、 破断時の 板内の半径

方向の 荷重をP（N）とすると、 十字引張強

さ（rrs（N）は  式の 様に表記 され る。

　crs＝ P・sin θ　　　　　　　　 一 

　板厚をt（  ）、 母材の 引張強さをTS

（N／ 
2 ）、 破断径がナゲ ッ ト径冊 （  ）の

α倍 、 破断部には半径方向に TSの β倍の

応力が加 わる もの と仮定する と  式が得

られる 。

　ers・ t・π
・（α ND）・（βTS）・sin θ　

… 

　 sin θ は材料の 変形を表すが 、
こ こ で

はFig．2 の よ うに考える。 破断部は傾き

変形の 開始部に ある とし、 そこで の 試験

前の 半径方向の 微小長さをr とする。 破

断まで にr は drの 伸びを得 、 これが 材料

の 傾きを決め るもの とし、
dr／r は鋼板の
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破断伸び値 EL（％）の γ倍と仮定する 。 これ ら仮定か ら、
　sin θ は  式で 表 される 。

　sin2 θ ＝ ｛（r＋dr）z−r2 ｝／（r＋dr）2 ＝ 1− ｛100／（100＋γEL）｝2　　　 … 

　Fig，3 の 破断部の 断面写真よ りθを測定 し、   式よ りγを0．5 と決定 した 。 次に 、
　sin θ

が計算で きるの で 、   式を  式 の よ うに変形し、 左辺の値から α
・
β の ll竝 性を吟味 した

。

この 結果 α
・
β は   式の よ うにsin θ に大きく依存す るこ とが 判明 した 。

　　　crrs／t・π
・ND・TS・sin θ ニ α

・
β　　 …

 

　　　 α
・
β＝ 5sini・9i θ　　　　　　 … 

　今回の デ
ー

タで は θは25〜35
°

の 範囲にあ り、 この 時の α とβは Fig，4 の 関係にある 。

Fig．3 か らα は12 〜1．3と算定で きるの で 、 βはo，3〜 o，8と考え られ る。

  、  、   式よ り、 CTS の 推定式が最終的に   式として 得られた
。   武の 計算結果と実

験結果の 関係をFig．5 に示すが 、 両者は良い
一

致を示す。

　　　

　　　
4　材

　
一
般 に  S に対するTSの影響は小さい

。

これは  式でTSとsin2 ・91 θ の変化が互い

に 打ち消 し合 うた め考え られ る。 今回の 供

試材に お ける両者の 関係をFig．6 に 示すが 、

両者の 積はほぼ一定とみなせる。 したが っ

て   式は 、
TSとELを含まない 式で 簡略化で

きる 。
この 形で 回帰分析した推定式を  式

に示す。 十字引張強さは板厚とナゲ ッ ト径

の みで ほぼ決まるといえ る。

　　　crs＝ 1150・t・ND　　　　　　 … 
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